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令和元年度の各専門部会の取組み事項

地域活性化検討専門部会 

地-１ 黒川里山の風景の PR 

地-２ 協議会の取り組みやイベントの PR 

地-３ ＜グリーンツーリズム＞ 

・農場野菜＆ブルーベリー収穫体験の実施 

・ダイコンの収穫体験とピクルスづくり 

地-4 地元主催アートイベントへの協力

資料５ 
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地-１ 黒川里山の風景のPR 

■計画概要

概要・目的 

概要 
・ホームページやツイッター、まちなかでのポスター掲示等を通じて、魅
力ある里山風景を発信する。

目的 
・黒川地域への来訪機会の創出に向け、区が運営している SNS などを
活用しながら、黒川の農や里山環境の魅力、イベント情報などの発信
を行う。

実施体制、対象者等 担当：麻生区役所

実
施
内
容

実施予定日 通年

実施場所 - 

周知・ＰＲ 
①区ホームページへの掲載 

②区のツイッターでの情報発信 

③まちなかでのポスター掲示

内容 

①区ホームページへの掲載 

・「農と環境を活かしたまちづくり」にかかる、これまでの取組み情報の

掲載 

・イベント情報の発信 

②区ツイッターでの情報発信 

・里地里山風景の魅力発信

・イベント情報の掲載 
③まちなかでのポスター掲示 
・イベント情報の掲載

予算等 ・イベント実施にあたる、ポスター等の印刷経費 

その他 －
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■実施結果

実
施
概
要

実施日時 通年

実施場所 ― 

参加者数 ― 

実施状況 
（写真等） 

① 区ホームページへの掲載 

・「農場野菜＆ブルーベリー収穫体験」と「ダイコンの収穫体験とピクル

スづくり」のイベント実施結果を掲載した。 
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② 区ツイッターでの情報発信 

・里地里山風景の魅力発信

黒川の風景写真をツイッター発信した。

・イベント情報の掲載 
イベント実施後や、これから募集するイベントなど、黒川地域を舞台
とするものを随時発信した。 

③ まちなかでのポスター掲示 
・麻生区外でのポスター掲示は未実施であるが、区役所内での農と環境
に関連するイベントにおける広報を実施。（区役所２階ロビーで開催した
野菜直売イベント時） 
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主催者や参加者の声
（主な意見、感想）

・区ＨＰでの広報は、毎年の実績を掲載し周知を図っている。 
・区ツイッター広報では、黒川の風景写真やイベント写真など、タイム
リーな写真を活用することで多数の方に興味を持ってもらえたと思われ
る。 
・ポスター掲示は、他のイベントに合わせて行うことで多くの方に見て
頂けると思われる。

評価と今後の進め方
等（専門部会での検
討事項） 

・イベント実施後に行うアンケート調査から、参加のきっかけや普段の
情報入手場所等を把握した際に SNS から得ている割合が少なかった
ことから、より一層の情報発信と認知度の向上が求められる。
・グリーンツーリズムアンケート結果より、区で実施しているツイッタ
ーの認知度について約7割の方がツイッターの存在を知らなかったと
答えており、積極的な周知が必要。

その他 －
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地-２ 協議会の取り組みやイベントのPR

■計画概要

概要・目的 

概要 
・部会間での連携を強化しながら、協議会や「農と環境を活かしたまち
づくり」の取組みをＰＲするため、各コンテンツ紹介や取組みの成果
をHP等で周知する。 
・明治大学黒川農場収穫祭時にこれまでの取組みを紹介するのパネル作
成や農と環境を活かしたまちづくりに関するアンケート調査を実施 
目的 
【取組みのＰＲ・情報発信】 
「農と環境を活かしたまちづくり」に関連した取組みの PR や明治
大学・川崎市黒川地域連携協議会、各専門部会の審議内容などの情
報を発信し、市民に周知する。

【担い手づくり】 
「農と環境を活かしたまちづくり」の取組みやイベント等の参加募
集、実施後の活動報告などを行い、取組みに賛同し、活動に協力し
てくれる担い手づくりにつなげる。

実施体制、対象者等 担当：麻生区役所

実
施
内
容

実施予定日 収穫祭でのアンケート：令和元年11 月 9日（土） 各種イベントの紹介・会議録の掲載：随時

実施場所 アンケート：明治大学黒川農場収穫祭会場

周知・ＰＲ 各イベントの取組み紹介を区HPにて掲載

内容 

①農と環境を活かしたまちづくりパネルの展示やアンケートの実施 
・明治大学収穫祭の開催に合わせて、黒川への来訪者を対象とした農
と環境を活かしたまちづくりに関するアンケートを行い、今後のま
ちづくりの進め方への意向などを把握する。 

②各イベントや会議録等の区HPへの掲載 
・各専門部会と連携しながら、協議会での取組みや会議録等を HP へ
掲載し、協議会の認知促進を図る。 

予算等 - 

その他 - 
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■実施結果

実
施
概
要

実施日時 令和元年11 月 9日（土） 

実施場所 明治大学黒川農場

参加者数 収穫祭でのアンケート集計数164件（昨年度 169件） 

実施状況 
（写真等） 

令和元年11 月 9日に開催された明治大学黒川農場収穫祭にて、農と環
境活かしたまちづくりのこれまでの取組み紹介やアンケート調査を実
施した。 

・アンケートパネル      ・黒川の風景を用いたノベルティ

主催者や参加者の
声 
（主な意見、感想）

・Webでもっと情報(event 等)を載せて欲しい 
・黒川のことを知らなかったので、様々なイベントを通して理解したい
と思います。手軽に参加できるイベント  

・色々、体験できるようなイベントをやってほしい。(子供だけでなく、
大人も楽しめそうなイベント) 

評価と今後の進め
方等（専門部会での
検討事項） 

・今後、協議会としてまちづくりを進めていく上での、効果的な認知度
の向上に向けた手法の検討 

・今後の農と環境を活かしたまちづくりに向けた意向を把握するための
アンケート調査での具体的な設問の付加 

その他 －
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地-３ ＜グリーンツーリズム＞ 
農場野菜＆ブルーベリー収穫体験の実施 

■計画概要

概要・目的 

概要 
・親子（子どもは市内の小学生４～6年生）を対象に、黒川地域の散策、
収穫体験を通じて黒川地域の魅力を発見するイベントを実施
目的 
・再び家族で黒川地域に来てもらいたい、という目的・主題とする。 
【農体験によるＰＲ】 
黒川産の野菜や果物のＰＲ。参加者に農業を楽しみ、興味関心を深めて
もらい、黒川や農業を身近に感じてもらうきっかけとする。
【持続的な活動に向けた意向調査】 
イベント体験後に実施するアンケート調査の中で、今後、実費相当額の
負担(参加費用)があった場合の参加意向を把握した。 

実施体制、対象者等
担当：麻生区役所
協力：明治大学黒川農場
対象者：川崎市在住・在学の親子（子どもは小学生４～6年生）

実
施
内
容

実施予定日 令和元年7月 27日（土）9：00～12：30 

実施場所 

・ブルーベリーの収穫体験：川崎市が管理しているブルーベリー畑
（２か所） 
・農場野菜の収穫体験・見学：明治大学黒川農場
・アンケート記入：明治大学黒川農場

周知・ＰＲ 
・区HP内での告知   
・チラシの配布（区役所・市民館・図書館での配架、イオン掲示板、近隣
小学校児童への配布など） 

内容 

①ブルーベリーの収穫体験 
・川崎市が借りているブルーベリー畑にて、ブルーベリーの収穫体験を実
施。 
②野菜の収穫体験・見学
・明治大学黒川農場の見学とともに、圃場にて野菜の収穫体験を実施。（主
な作物：トマト、ナス、ピーマン） 
③アンケート記入 
・保護者に対し、今後の農と環境を活かしたまちづくりへの効果的な取組
み提案の参考とするためのアンケートを実施。 

予算等 イベント保険加入料、備品購入費 

その他 －
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 令和元年7月 27日（土）9：00～11：40

実施場所 

・ブルーベリーの収穫体験：川崎市が管理しているブルーベリー畑
（２か所） 
・野菜の収穫体験・見学：明治大学黒川農場
・アンケート記入：明治大学黒川農場

参加者数 参加者数 18組 36名（子ども：18名、保護者：18名） 
申込者数 62組 124 人（子ども：62 名、保護者：62 名）

実施状況 
（写真等） 

主催者や参加者の声
（主な意見、感想）

・自然豊かで、歩いてみてリラックスできました。 
・田んぼや畑、緑豊かで田舎の風景がそのまま残っているところがとて
も魅力的でした。
・このような収穫体験イベントは500円程度なら参加する
・ツイッターはよく分からないので、ホームページや市の広報で知らせ
てほしいです。

評価と今後の進め方
等（専門部会での検
討事項） 

・アンケート調査より参加者の満足度も高いことから、地域の農環境な
どの魅力を発信する機会としては有効である。
・今後のイベント実施にあたる、実費相当額の負担があった際の参加意
向でも、参加する割合が高かったため、持続的なイベント実施に向け
た参加費の徴収も考えられる。

その他 －

9：00 農業用管理倉庫前

9：25 ブルーベリー畑 

11：00 黒川農場本館2階 
    ・アンケート記入 

11：40 営農倉庫にて解散

10：00 明治大学黒川農場到着 
    ・農場の説明・見学

・野菜の収穫体験
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地-3-2 ＜グリーンツーリズム＞  
ダイコンの収穫体験とピクルスづくり 

■計画概要

概要・目的 

概要 
・親子（子どもは小学生３～6年生）を対象に、地元農家に協力していた
だき、ダイコンの収穫体験と明治大学黒川農場にて調理体験（ジャム・
ピザづくり）を実施し、農への興味・関心を深める。 

目的 
【農体験のＰＲ】 
黒川産の野菜や果物のＰＲ。参加者に地域の農業について収穫体験や加
工品づくりをきっかけに興味関心 
【持続的な活動に向けた意向調査】 
イベント体験後に実施しているアンケート調査の中で、今後、実費相当
額の負担(参加費用)があった場合の参加意向を把握した。

実施体制、対象者等
担当：麻生区役所 
協力：地元農業者、明治大学黒川農場
対象者：川崎市在住・在学・在勤の小学生とその保護者（1組 2人） 

実
施
内
容

実施予定日 令和元年12 月 14 日（土）9：00～12：00 

実施場所 収穫体験：黒川地域内の畑
加工・試食：明治大学黒川農場加工室 

周知・ＰＲ 
・区HP内での告知 
・チラシの配布（区役所・市民館・図書館での配架、イオン掲示板、近隣
小学校児童への配布など）  

内容 

①ダイコンの収穫体験 
・地元農業者（坂本氏）の畑にて、ダイコンの収穫体験の実施。 
②ジャム・ピザづくり 
・明治大学黒川農場に移動し、徳田客員教授の指導のもと加工品づくりを
実施。 
③アンケート記入 
・イベント実施後に当日の感想や今後の取組みに向けたアンケート調査を
実施 

予算等 イベント保険加入料

その他 参加者からダイコンの実費相当として参加費 400円を徴収した。 
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 令和元年12 月 14 日（土）9：00～13：45 
（※調理に時間を要したため、予定時間を超過した）

実施場所 収穫体験：黒川地域内の畑（地元農業者の協力）
加工・試食：明治大学黒川農場

参加者数 参加者数 15組 30名（子ども：15名、保護者：15名） 
申込者数 29組 58 人（子ども：29名、保護者：29名） 

実施状況 
（写真等） 

主催者や参加者の声
（主な意見、感想）

・キャンプのできるところがあれば、子供の友達と遊びに来たいです。
・終了時間が大幅にずれてしまったのが残念でした。その他は素晴らし
かったです。 

評価と今後の進め方
等（専門部会での検
討事項） 

・アンケート調査から、参加者の満足度傾向は高かったものの、時間超
過したことから一部不満傾向の意見も挙がった。
・次年度以降は計画的な時間配分の検討が必要。

その他 －

9：00 農業用管理倉庫前

9：25 収穫体験 

13：15 黒川農場調理室
・試食 
・アンケート記入

13：45 黒川農場にて解散

10：15 黒川農場調理室
・ジャムづくり 
・ピザづくり
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地-4 地元主催アートイベントへの協力

■計画概要

概要・目的 

地元主催アートイベントの概要 
・地域の農業資源や里地里山などの環境資源の PR を目的に実施する地
元主催のアートイベント【緑と道の美術展 in黒川 2019】に対して、
広報活動の支援を実施する。 

取組みの目的 
・地域の農業資源や里地里山などの環境資源を活用し、地域の魅力を区内
外へ発信するアートイベントに対して、広報活動（チラシ・パンフレッ
ト）の支援を行うことで、来訪機会の創出を行う。

実施体制、対象者等 イベント主催：黒川緑地管理協議会、アトリエ IZUMI 
広報協力 ：麻生区役所

実
施
内
容

実施予定日 アートイベント実施期間：令和元年 11月 1日～31 日 

実施場所 黒川・はるひ野地域

周知・ＰＲ 
・区HPへのイベント情報の掲載 
・「しんゆり・芸術のまち」へのイベント情報の掲載 
・チラシ・パンフレットの配布（公共施設、黒川駅前、はるひ野駅前等）

内容 

①イベント開催情報の告知 
⇒区 HP、関係施設へのチラシの配布、「しんゆり・芸術のまち」へのイ
ベント情報の掲載 
②イベント会期中の作品解説ツアーの告知 

予算等 ・チラシ・パンフレット印刷費 

その他 - 
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 令和元年11 月 1日～11月 31日（31日間） 

実施場所 黒川・はるひ野地域

参加者数 ― 

実施状況 
（写真等） 

・イベントの周知に向け、アートイベント実施する概要を記載したチラ
シの作成。（各公共施設等へ配布） 

・アートイベントへの来場者に向けて、散策ルートや作品情報を記載し
たパンフレットの作成。（黒川駅・はるひ野駅前に特設したボックス）

・イベント実施に向けた開催情報を区のHPへ掲載した。

主催者や参加者の声
（主な意見、感想）

・「新しいコースが出来ていてよかった。整備されていて作品が見やすか
った。」という意見があるなど好評だった。 
・笹刈りなどの緑地保全活動があってこそ実現できるイベントであると
いうことを、もっとＰＲしても良いと思われる。

評価と今後の進め方
等（専門部会での検
討事項） 

・アンケート結果で、「知人の紹介」や「昨年も来たから」という回答が
多く、回数を重ねてこられた成果として、地元に定着してきたと思われ
る。 
・地元企業によるコラボイベント等による活性化や、クラウドファンデ
ィングなどの取り組みを推進していけるよう支援していくことが必要で
ある。

その他 －

・区役所、市民館、図書館

等の市施設の他、岡本太郎

美術館や市民ミュージアム

などにも配布・配架した。 

（約 20 カ所に 30 部、合

計600部を配布） 

イベントチラシの作成・配布 

パンフレットの作成・配布

区HPへの掲載 


